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深宇宙探査機に対する宇宙天気アラートシステム構築のための基礎研究：太陽フレ
アにおける極端紫外線と軟X線の関係
Basic research on space weather alert for space probes: Comparison EUV and X-ray emis-
sions during solar flares
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近年、宇宙天気予報は世界中で盛んに議論されるようになり、人類が一層宇宙空間を利用するようになるにつれ、地
球周辺環境のより深い理解やより実用的な予報システムの構築がますます必要となっている。だが一方で、宇宙天気予
報の研究は、地球周辺のもののみに行われているのが現状で、深宇宙探査機への宇宙天気研究は殆どされていない。ま
た、そのような探査機への宇宙天気予報システムの構築に必要となる情報の収集も不十分な状況である。

私たちは、太陽を地球公転軌道上の二方向から観測している STEREO (Solar Terrestrial RElations Observatory)衛星の
特徴を生かし、金星探査機「あかつき」など、地球周辺にない探査機が受ける電磁放射や加速粒子の定量的な評価、ひ
いては探査機への宇宙天気アラートの実現を目指している。ただし、STEREO搭載から得られる太陽面の情報としては、
太陽観測装置 EUVI (Extreme Ultra Violet Imager)による極端紫外線域での太陽全面画像のみであるなど、宇宙天気研究に
必要となる情報について制限が大きい。そこで本研究では探査機への宇宙天気研究の準備研究として、SOHO(Solar and
Heliospheric Observatory)衛星の極端紫外線撮像望遠鏡 EIT(Extreme ultraviolet Imaging Telescope)による極端紫外線デー
タを解析し、発生したフレアの規模がどれほど再現可能であるかを検証した。具体的には、EITによる極端紫外線放射量
とGOES衛星の X線強度をフレアについて比較した。その結果、EIT放射量と X線強度に正相関が見られることを確認
した。また、巨大フレア (X クラスフレア)を引き起こした活動領域と、活動領域の面積は大きいものの大きなフレア活
動を引き起こさなかった活動領域で、EIT放射量と X 線強度について比較を行った。本発表では、これらの解析結果を
示すとともに、SOHO/EITや STEREO/EUVIなど極端紫外線の全面画像のみからどの程度フレアの規模を推定できるの
かを議論する。
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